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英字新聞の見出しにおける名詞由来動詞と
その表現効果の分析
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1．はじめに
英語では、同一の語が複数の品詞として用いられることがよくある。
ある品詞の語をそのまま別の品詞として用いるこの事象は品詞転換（1）
(Conversion)または、接辞抜き（ゼロの接辞が付加されたと考えて）に品詞
のみを転換することから「ゼロ派生」(Zeroderivation)とも呼ばれる。この
ように派生の一種と捉えた方が一般性が高く、文法機能および意味の発生の
仕方の特異性を浮き立たせることができるので、本論文では主にゼロ派生と
いう用語を用いる。
ゼロ派生は主要3品詞すなわち名詞(N)、動詞(V)、形容詞(A)間でよく
見られる。すなわち転換のタイプとしては、名詞化、動詞化、形容詞化、つ
ごう6つのタイプがあり得る。本論文では特に頻度が高く、また比職的性格
という点でも表現効果の高い名詞由来動詞(Noun→Verb)を主題的に扱い、
ゼロ派生が特定の機能を帯びた語法であるという点について比職性とイメー
ジ性との関係、名詞由来動詞の表現効果について語学的特性、比喰的特性と
いう視点からアプローチする。
本論文では､英字新聞の見出しを分析対象として名詞由来動詞の表現効果、
名詞の持つ視覚的イメージ性というものに注目し、この視覚的イメージ性が
より多くの読者を惹きつける鍵になっているとういうことを提案し、これが
妥当性のあることを論証する。
また、比嶮的な意味拡張はしばしば名詞由来動詞と絡んでいることから、
見出しに多用される名詞由来動詞の特性、比嚥性と視覚的イメージ性との関
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係について分析するとともに本来動詞を用いた場合と比較し、どのような表
現効果を挙げ得るかについて議論していく。
2．語形成・転換のタイプと概念
Morphology-形態論一では、文を作る基本単位である語(word)において
どのような要素がどのように並べられて作られているのか、語はどのよう
な構造を持っているのか、語はどのような規則や原則に基づいて作られる
かという点について解明するのが主な研究内容である。たとえば、walked
という語はwalkという動詞と-edという要素（形態素）からできており、
governmentという語もまたgovern(統治する）という動詞と-Inentという
要素からできている。形態論は、このように語の内部構造を明らかにしよう
とする分野である。
文と同様に、語にも内部構造が存在しているということができる。語に接
辞を付加することで別の語を作る操作を派生(derivation)と呼びこのプロセ
スを経てできた語を派生語(derivedword)と呼ぶ。また、語と語を並列して
別の語を作ることを複合(compound)と呼ぶ。通例、この分野では派生と複
合を主に扱う派生形態論(derivationalmorphology)と語形変化を扱う屈折形
態論(innectionalmorphology)とがある。
派生と複合は頻繁にとられる方法で基体と呼ばれる元の語に形態素や別の
語を付加してより大きな（長い）語を作るという共通点を持つ。言い換える
と、接辞付加(affixation)が派生の基本特性であるということができる。
英語が他の言語と比べて極めて多くの語彙を持つようになった要因のひと
つに、外来語の容認度が高く、また造語力のある言語であるという点があげ
られる。造語は通常、語形成によるが、英語ではその中でも派生、特に接辞
付加によらないゼロ派生の自由度が極めて高く、これが英語の表現力をより
豊かなものにしているといえる。
古英語期、中英語期においてはゲルマン語本来の屈折言語としての言語的
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特性が強く、高度で複雑な屈折によって文法標識を示していた。しかし、近
代英語期に入ると語尾変化の簡略化が進行し、現代英語においては、かつて
のような複雑な屈折はほとんど見られなくなった。その結果、語の形態はそ
のままに品詞のみが転ずる、いわゆるゼロ派生という事象がおきた。品詞転
換とはすなわち屈折が消滅した結果生まれた文法事象であると言ってよく、
品詞転換が比較的自由に起こることは現代英語の一大特徴である。また、ゼ
ロ派生によって同一の語も､多数の違った統語環境に生起することができる。
接辞付加による派生とゼロ派生とを比較すると以下のように図示できる。
DerivationalNounNoun
????、????????????????
acquittal
released
↓↓????? ????
(Quirkaaﾉ.1985)
本論文では名詞由来動詞(N→V)を主題的に扱うがこの型の主なものは
次のように分類できる（ただしNは当の名詞を指すものとする）
a.｢Nに置く，入れる」の意味を持つもの
bottle(ピン詰めにする),garage(ガレー ジに入れる),book(名簿に
載せる，予約する),jail(刑務所に入れる）
b.｢Nを与える,Nを付ける｣の意味を持つもの
butter(バター をぬる),salt(塩漬けにする),oil(油をぬる）
c.｢Nを使って～する」という意味を持つもの（道具を表す）
bmsh(ブラシをかける),hammer(ハンマー で打つ),guitar(ギター
を弾く).saw(のこぎりで切る）
..「Nで送る,Nで行く」の意味を持つもの
mail(郵送する),bicycle(自転車で行く),canoe(カヌー を漕ぐ),
helicopter(ヘリコプターで行く）
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3．名詞由来動詞の視覚的イメージ性と表現効果
Headlineの特徴として、限られたスペースにインパクトのある表題をつけ
ようとする結果､特有の表現が生まれた。headlineの多くは述語動詞を欠き、
文としては不完全なものが多く、機能語もしばしば落ち内容語のみになって
いるケースが多い。冠詞･Be動詞の省略、過去の事実も現在形で表記する、
パンクチュエーションの多用などがheadline英語の特徴としてあげられる。
しかし、実際にはheadlineでよく用いられる語(時事英語で一般に言う｢見
出し用語｣）という決まった語があるわけではない。headlineには読者の注
目を引くためにインパクトを持たせるなどといった理由から顕著な語彙の選
択傾向があり、それを一般に「見出し用語」と読んでいる。
たとえば､announceの意味でailynotify/proclaim/report/reveal/tellなど、
prohibitの意味ではban/balyblock/check/curb/halt/kill/limitなどが選択範
囲をなしていると見られるが前者の意味ではairが後者の意味ではbanが多
用される傾向にあり、一般にはこれらを見出し用語と見なすことが多い。
見出しに多用される語の特徴としてはたいてい①一音節で短いこと②比
嶮的用法（日常的な用法とは意味がずれている。たとえば、air<日常:<大
気に触れさせる＞〉〈新聞：＜公表する＞〉が挙げられるが、これも上述の
headline英語の諸特徴と同列に受けとることができる。この二条件に照らす
と、たとえば、次のような見出し例が挙げられる。
hammerハンマー で叩く:Hatoyama加mme"FukudainDiet
ax斧で切る:HatoyamaqxesdeadlineonFutenma(N斧→V斧で切り倒す）
:Nissantox20,000,log¥180bil.Loss
:Ex-FUjitsuchiefNozoeqxedasadviser
eye目論む、追求する:IshibaeyesroleinSudanfOrSDF
head先頭にたつ、率いる:DPJlawmakertoﾉieqdUpperHouse
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face直面する:Tbkyogovemorm"sr/tJcetheopposition
:Layjudges/tJcefirstdemandfOrdeath
:KanmayjtMceOzawa-linkedchallenge
:Nagoyaassembly/tJcesrecallreferendum
voiceことばに表す、表明する:Japanesem皿皿stersvoicehighhopefOrObama
name名付ける:Michelin"α加esTbkyogounnetcapital
star現れる:MissUniverse""ysmJ"inU.S・TVshow
monitor監視する:Kanagawastillto"@o"伽（eachers
plan計画する、目論む:Tbyotapﾉα"sgreen-carblitz
NokiaP/α"scellphoneserviceinspring
taIget目標とする、狙う、対象とする:KotooshumJge"yokozunastatus
score記録する:NewCabinetscores64.4%supportrate
HanedaPrevjewsintemationalhub
Nagasakiissuesp/eqfOrpeace
ChinaedgesJapanasNo.2economy
JALhopingto花ﾉ航byendof2012
Bearqssα""wninemThkayama
SupportratefOrCabinet"osedives
ここに挙げた用例のうち道具に関するものhammer,axは当の名詞の持つ
機能、目的から転換後の解釈も理解しやすい。また、eye,head,faceなど身
体に関する名詞も動詞として使用されているが位置、機能などを考え合わせ
るとここに出ていない身体に関する名詞であっても転換後の意味解釈も容易
に類推できる。headlineに用いられる名詞由来動詞は、語彙的拡張(2)した結
果､比職的に日常的な用法とは意味がずれる傾向にある。＜意味拡張(隠職)＞
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このことは、しばしば品詞転換のプロセスと絡んで利用されることが多く、
名詞の持つ視覚的イメージ性が関連していると考えられる。視覚的イメージ
性とは名詞における絵に描き得るような性質でこれが読者を惹きつける見出
し表現の鍵になっている。本来、名詞である語が動詞として用いられるため
転換後も元の名詞の持つ視覚的イメージが残るのも当然である。読み手はこ
の視覚的イメージ性を基盤に転換後の意味を解釈する。本来動詞を用いるよ
り解釈の過程においてより具体的、身近なイメージを持ち、理解することが
できる。しかし、名詞がそのままの形態で動詞化されるため名詞の持つ多義
性が解釈の上で混乱の引き金となる可能性もある。たとえば、bookという
名詞の場合、この基本的な名詞はさまざまな意味を持つ。
名詞bookの意味
1.a本
b巻、編
c(オペラなどの）歌詞、台本
2.a帳面
b名簿、会計簿
3．（マッチ・小切手などの）つづり、とじ込み
（ジーニアス英和辞典第4版）
このような名詞の持つ多義性の中から転換後、1つに意味が決まるには一
般的な原理・原則が働いているはずである。読み手は、ある語の持つ百科事
典的意味の中からテクストに合った意味を選択している。ゼロ派生（本論文
では名詞由来動詞）の解釈にはしばしば語彙的拡張のプロセスが絡んでくる
ことは明らかであり語彙的拡張の例として近似表現・カテゴリー拡張・誇張
法・隠喰が分析可能であるが本論文ではゼロ派生と隠喰の文体的特徴を主題
的に扱う。
Clark&Clark(1979)は、名詞から派生した新造語を分析した結果、通常
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の読み手は転換後の解釈を比較的容易に理解することができると示してい
る。この結果から名詞を動詞化して使用することで表される概念を読み手が、
類推しているということがいえる。あるコンテクストに沿って一般的に使わ
れる語の概念を最適の関連性に合わせて語彙的あるいは意味的拡張して使用
すると濫喰(catachresis)と呼ばれる比嚥表現と関連してくる。
濫喰とは、本来、対象を示す適切な語がない場合、一般的な語を新しい意
味で用いることで語彙上の不足を補う表現技法である。これとは対照的に文
字通り示す語があるが一般的な語を新しい意味として使用するのが隠職であ
る。
このことを考え合わせると、元になる名詞の下位区分におけるイメージ
性、可視性の度合いが関係しているはずであり、転換後の意味を解釈するに
あたって具体名詞（可視)、抽象名詞（不可視）の大別が関係してくる。
しかしそれだけであるとはいえず、可視性の度合いに加えて人間の持つ経
験知も関連しているといえる。名詞の持つ多義性の中から文脈に適した語を
選択するのは一般的原理が働いているはずであり、この原理を説明するため
にPustejovsky(1995)の提唱する名詞の特質構造が関係しているといえる。
特質構造とは名詞の持つ意味的な特性、性質で次の4つから成っている。
1.構成役割(Constitutiverole):そのものを構成する部分､部品､中身､材料、
～の一部などの内的な性質(therelationbetweenanobiectiveandits
constituentparts)
2.形式役割(Fonnalrole):具象物か抽象物か、人工物か自然物か、液体
か固体か気体か、性別、形状など外的な属性(thatwhichdistinguishes
itwithinalargerdomains)
3．目的役割(Tblicrole):対象物が本来的に意図された目的や機能(purpose
andfUnctionoftheoMect)
4.主体役割(Agentiverole):それを生み出す動作や原因、成り立ち、出
処(factorsinvolvedinitsoriginor"bringingitabout")
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具体例として、bookという名詞の特質構造を検討してみる。
形式役割=artifact(x･y)
構成役割=paper(x)･infOnnation(y)
目的役割=read(e,w,y)
主体役割=write(e',z,y)
このbookという名詞の形式役割は人工物(artifact)であり、その構成役
割（中身）は、紙と情報でできている。本は何のために存在するのかという
目的役割を考えると、「読者(w)がその情報(y)を読む」ということが想
定できる。また、本はどのようにしてできているかと言えば、著者(z)が
情報(y)を書くという主体役割を導き出すことができる。形式役割は物の
見た目の特性を表し、構成役割はその中身、すなわち、構成要素を、目的役
割はその物が何のために存在するのか、そして主体役割はそれがどのように
してできるのか、とまとめることができる。
比喰的な意味拡張、意味変化については言語がひとりでに変わっていくよ
うなことではなく、そこではことばの使い手である人間がことばを使うとき
にどのように振る舞うかが大きく関わっている。すなわち人間がことばを使
う中で、自らの経験知をことばで表す際、既存のことばで捉えられる経験内
容であれば問題ないが、もし経験内容を超えた場合どのように対処すべきで
あろうか。
名詞の特質構造で表わされる知識の多くは経験的に動機づけされた知識で
あるので、言語的意味を超えた百科事典的知識を含んだものとみることがで
きる。
第一の対処法は、新しい意味を持った新しい語を作るということである。
しかし、このような方法は一定の範囲内では有効であろうが、制限無く行う
とそのことばの語数が無限に増大しコミュニケーションの手段としては使い
こなすことができなくなる。
このような場合、実際にはどのような対処がなされているかというと、多
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くの場合、既存の語に新しい意味を付加し、転用するという方法である。転
用を通じて語は新しい意味を獲得し、その結果、多義性の状況が生じる。し
かし、原義と転義との間には連想によって関係づけられているので、相互に
無関係な意味の多義性で悩まされるという状況にはならない。このように考
えてくると比職による意味拡張は人間の認知における基本的な営みであると
いうことがいえる。名詞由来動詞における比瞼的な意味拡張については比嚥
を通して新しい価値が生み出される。つまり、日常の使われていることばと
は違った新しいイメージが付加されることから比喰には創造的な力があると
いうことができる。
語彙的拡張による転用におけることばの使い手は、使う語と結びついてい
る制度化された意味以上の意味内容を読み込んだり読み取ることで語を使う
ことが通常である。このような状況が繰り返されているうちに、もともとは
特定の場で語の制度化された意味を超えてその語を使用し、その後、定着し
ていくということが起こる。
日本語の「花見に行く｣、「卵を買う」という表現で起きている意味の特殊
化はこのような場面である。英語の例では本来く学校〉を意味するschool
という語が(gotoschool<学校に行く〉という過程を通して)<授業・授業
を受ける〉という意味をもつようになるのも学校は勉強をするために行く場
所という経験ないしは知識に基づく読み込み、読み取りがあるためである。
4．結論
本論文では名詞由来動詞を用いることで名詞の持つ視覚的イメージ性が読
み手の意識を引きつける見出し表現のカギになっているという仮説のもと議
論を進めてきた。それには元になる名詞の下位区分、イメージ、可視性の度
合いの関連性、すなわち具体名詞か抽象名詞か、また、状態、プロセス、運
動、行為、移動などの出来事に関する名詞が関連しており、これらの要素に
人間の認知も関わっているといえる。その理由としては､身体に関する名詞、
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具体名詞、名詞の可視性が関連していることから抽象度の高いものより具体
的なものの方がより多く身近で、より把握できている存在であるといえる。
本論文で、headlineに用いられる、見出し用語の特徴に日常的な用法とず
れがあるということを指摘したが、このずれとは語彙的拡張と受けてとるこ
とが可能であろう。比喰的特性、すなわち、日常とは違った意味を名詞由来
動詞に持たせることで読み手を引きつける。名詞由来動詞は本来動詞と違い
語彙的拡張、意味拡張が起こっており読み手は本来の用法から拡張された意
味を類推する。そこで読み手にコンテクストに合った転義の解釈を名詞の特
質構造から、さらには経験知から促す。本来動詞は情報の伝達が第一の目的
である。headlineに本来動詞を用いた場合、記事のessenceを伝えるという
役割は果たしているが読者の意識を引き付けるという点においては名詞由来
動詞を用いた方が具体的で視覚的イメージを持ちやすい。また、身体に関す
る名詞が名詞由来動詞として多く用いられていることも視覚的イメージ性と
いうことからも説明がつく。人間にとってもっとも身近な身体に関する名詞
をそのまま動詞として用いることでより抽象的な事柄を具体化していると考
えられる。
名詞由来動詞、転換動詞を用いることで出来事の伝達に名詞が本来持つ具
体性、視覚的イメージ性を与える効果がある。名詞の特質構造、経験知から
転義での解釈に結びつける過程に印象度が関わっておりその結果、より具体
的な表現効果をもたらすと考える。つまり、名詞由来動詞の解釈には認知行
動もまた関わっているといえる。
また､濫瞼とは原義と転義との間にある差を埋める表現と解釈可能である。
つまり、転義に語彙拡張された新たな意味を持たせることで両義の意味上の
ずれを補完する役割を果たしているといえる。
本来動詞と名詞由来動詞の文体的特徴を議論する際、名詞の持つイメージ
性が大きく関わっていることは明確であるが、しかし、このイメージ性の他
にも相違点がありそうである。今後の研究課題として比喰性は派生、とくに
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名詞由来動詞とどのような関わりがあるかを明確にしていく。
註
(1)転換とはある品詞の語を別の品詞として用いることをいうが、品詞交替
を示す用語で転用もあるが、これは意味上品詞交替がおきるだけで文法
機能上はかわらない。以下にその例を挙げる。
Ilikecottonshirts.
Thisirongateisnoteasytoopen.
Bringmeakitchenknife.
cotton/iron/kitchen/はいずれも名詞であるがそれぞれ後ろの名詞を修
飾する機能から形容詞的に転用されている。名詞を形容詞的に転用する
例が最も多く見られる。また、Thericharenotalwayshappy.
Thegapbetweentherichandthepoorisgrowing.
上の例文から、多くの形容詞は定冠詞をつけて複数普通名詞として用い
ることができる。
(2)語彙拡張とは､符号化された概念のカテゴリーに収まらないような物体・
出来事・行為などに対してそれらが収まるようになるまで語の意味を拡
張していくこと。
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